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〇 友遊フェスティバル開催‐お知らせ‐

主な内容
〇 民泊家庭大募集
〇 町政報告会
〇 上富田町指定ゴミ袋‐お知らせ‐
〇 会計年度任用職員登録制度‐ご案内‐
〇 県農林大学校 農業部学生・林業研修部研修生募集
〇 児童扶養手当・特別児童扶養手当‐お知らせ‐
〇 防災士育成事業補助金‐お知らせ‐
〇 敬老祝金支給‐お知らせ‐
〇 下水道排水設備工事責任技術者試験‐ご案内‐
〇 友遊フェスティバル開催‐お知らせ‐

＜紙面は次の省略記号を使用＞＜紙面は次の省略記号を使用＞
説明：上富田町マタニティ応援プロジェクト記者発表説明：上富田町マタニティ応援プロジェクト記者発表

QRコードで『友達追加』をお願いします。QRコードで『友達追加』をお願いします。
まちの防災・災害情報やイベント情報など
暮らしに関する情報をお届けします。
まちの防災・災害情報やイベント情報など
暮らしに関する情報をお届けします。

…対象・参加資格…対象・参加資格対 …定員（先着）…定員（先着）定 …料金・費用…料金・費用費

…場所・会場…場所・会場場 …内容…内容内…集合…集合集 …配布…配布配

…申し込み・応募方法…申し込み・応募方法申 …問い合わせ…問い合わせ問…持ち物…持ち物持

…展示名…展示名展 …イベント名…イベント名イ …電話相談・面接相談…電話相談・面接相談相

…締め切り…締め切り〆 …注意事項…注意事項

※

…QRコード…QRコードＱ

…期日・時間…期日・時間時 …休館日…休館日休…曜日表記は○記号…曜日表記は○記号金

…電話…電話☎ …メールアドレス…メールアドレス …WEBサイトを検索…WEBサイトを検索

2024年

8月号
No.678

インスタグラム
Instagram
インスタグラム
Instagram

上富田町公式
Facebook
上富田町公式
Facebook

上富田町公式
LINE

上富田町公式
LINE



　「
民
家
ス
テ
イ
（
民
泊
）」
と

は
、
修
学
旅
行
生
（
主
に
、
中
・

高
校
生
）
を
対
象
に
、
地
域
の

方
と
の
共
同
体
験
を
と
お
し
て
、

世
代
を
超
え
た
人
と
人
と
の
心

の
ふ
れ
あ
い
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
受
入
人
数
は
１
家
庭
あ

た
り
３
～
４
人
、
１
泊
ま
た
は

２
泊
の
宿
泊
型
に
な
り
ま
す
。

　
く
わ
し
い
内
容
は
こ
ち
ら
か

ら
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
未
経
験
の
方
で
も
、
大
歓
迎
！

体
験
型
教
育
旅
行
を
通
し
て
、

一
緒
に
地
域
の
魅
力
を
つ
た
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
令
和
７
年
４
月
入
学
の
生
徒

を
募
集
し
ま
す
。

願
書
受
付
期
間

７
月
16
日
㊋
～
10
月
11
日
㊎

申 

高
等
学
校
等
に
在
籍
中
の
方

は
、
学
校
の
先
生
を
通
じ
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
そ
の
他

の
方
は
、
公
共
職
業
安
定
所
（
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
）
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

試
験
日
時
・
会
場

　
10
月
26
日
㊏ 

９
時
30
分

　
田
辺
市
新
庄
町
１
７
４
５
‐
２

募
集
す
る
訓
練
科

　
自
動
車
工
学
科
　  

（
２
年
制
）

　
情
報
シ
ス
テ
ム
科
（
２
年
制
）

　
ビ
ジ
ネ
ス
事
務
科
（
１
年
制
）

※
募
集
定
員
や
試
験
資
格
等
の

詳
細
は
、
左
記
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

県
立
田
辺
産
業
技
術
専
門
学

院

☎
２
２
‐
２
２
５
９

　
下
記
の
日
程
で
町
政
報
告
会

を
開
催
し
ま
す
。

　
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

時 

８
月
20
日
㊋

　
　
　
　  

19
時
40
分
～

場 

上
富
田
文
化
会
館
文
化
ホ
ー
ル

問 

総
務
課
庶
務
・
危
機
管
理
班

（
⑪
番
窓
口
）

☎
３
３
‐
７
０
９
２

民
家
ス
テ
イ

（
民
泊
）
家
庭  -

大
募
集-

「
心
と
心
の
ふ
れ
あ
い
、
学
び
合
い
」

今
、
求
め
ら
れ
て
い
ま
す

県
立
田
辺
産
業
技
術
専
門
学
院

‐
生
徒
募
集
案
内
‐

　
町
政
報
告
会
開
催
　
‐
お
知
ら
せ
‐

　
令
和
６
年
10
月
１
日
か
ら
料

金
、
容
量
、
形
状
が
変
更
さ
れ

た
新
し
い
ご
み
袋
が
販
売
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
皆
様
の
ご
意
見

を
受
け
、
小
容
量
の
袋
の
追
加

と
燃
え
る
ご
み
袋
に
持
ち
手
が

付
き
ま
す
。
外
袋
に
は
ひ
ょ
う

た
ん
先
輩
が
入
っ
て
お
り
、
上

富
田
町
の
指
定
ご
み
袋
で
あ
る

こ
と
が
分
か
り
や
す
く
な
り
ま

し
た
。

　
仕
様
は
変
更
に
な
り
ま
す
が
、

旧
デ
ザ
イ
ン
の
指
定
ご
み
袋
も

引
き
続
き
ご
使
用
い
た
だ
け
ま

す
。
新
し
い
ご
み
袋
の
販
売
は
、

令
和
６
年
10
月
１
日
か
ら
と
な

り
ま
す
が
、
実
際
に
店
頭
に
並

ぶ
時
期
は
、
取
扱
店
舗
の
在
庫

状
況
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

問 

住
民
課
　
住
民
・
環
境
班

（
②
番
窓
口
）

☎ 

３
４
‐
２
３
７
２

※
旧
ご
み
袋
は
そ
の
ま
ま
の

　
料
金
で
販
売
し
ま
す
。

上
富
田
町
指
定
ご
み
袋
が

新
し
く
な
り
ま
す

大（５０L）小（３０L） 極小（１５L）

可燃ごみ袋 〇 〇 ◎（新）

不燃ごみ袋（プラ） 〇 ◎（新）

不燃ごみ袋（資源） 〇 ◎（新）

不燃ごみ袋（埋立） 〇 ◎（新） ◎（新）

１袋 (10 枚入 ) の料金 470 円 320 円 160 円
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上
富
田
町
で
は
、
一
般
事
務
補
助
、
資
格

免
許
職
等
の
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
勤

務
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
登
録
制
度
に
よ
り

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

会
計
年
度
任
用
職
員
と
は
、
業
務
繁
忙
期
や

職
員
に
欠
員
が
生
じ
た
と
き
な
ど
に
、
職
員

の
補
助
と
し
て
一
会
計
年
度
（
４
月
１
日
か

ら
翌
年
３
月
31
日
ま
で
）
の
範
囲
内
を
任
期

と
し
て
任
用
さ
れ
る
非
常
勤
の
公
務
員
で

す
。

　
こ
の
制
度
は
、
働
き
た
い
期
間
や
職
種
な

ど
を
あ
ら
か
じ
め
登
録
し
て
い
た
だ
き
、
必

要
に
応
じ
て
条
件
に
合
う
方
を
登
録
さ
れ
た

方
の
中
か
ら
選
考
し
、
審
査
後
採
用
す
る
も

の
で
す
。

　
た
だ
し
、
登
録
期
間
中
に
必
ず
任
用
さ
れ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

　
登
録
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
上
富
田
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
左
記

の
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問 

総
務
課
　
庶
務
・
危
機
管
理
班（

⑪
番
窓
口
）

☎ 

３
３
‐
７
０
９
２

　和歌山県農林大学校では、農林業に活力を与え、新たな価値を創造するとともに、将来の和歌山県の農

林業を振興するリーダーとして活躍できる人材の育成のため実習に重きをおき実践力を身につける教育を

行っています。

　令和７年度農学部学生・林業研修部研修生の募集を次のとおり行います。

農学部 ( 専修学校 ) ２年制　　　　　　　林業研修部　１年制　※専修学校ではありません。

定 園芸学科　30 名　　　　　　　　　　定 林業研修部　林業経営コース　10 名程度

　 アグリビジネス学科　10 名

上
富
田
町
会
計
年
度

　
　
　
任
用
職
員
登
録
制
度

　
‐
ご
案
内
‐

令和７年度 和歌山県農林大学校 農学部学生・林業研修部研修生 ‐ 募集 ‐

農　学　部 林業研修部

推薦入学試験 一般入学試験 選　考　試　験

試験日 10 月 2 日㊌ 10 時～ 11 月 27 日㊌ 10 時～ 10 月 19 日㊏ 10 時 30 分～

試験場所 農林大学校 農学部 農林大学校 林業研修部

合格発表 10 月 9 日㊌ 10 時以降 12 月 4 日㊌ 10 時以降 10 月 25 日㊎ 10 時以降

願書受付期間 9月11日㊌～ 9月20 日㊎ 11月 8 日㊎～11月15日㊎ 9月24 日㊋～10月 8 日㊋

受験資格 令和 7 年 3 月までに高等学
校を卒業見込みの者

高等学校卒業または令和 7 年 3 月までに高等学校を卒業
見込みの者

問 

和歌山県農林大学校　農学部
〒 649-7112
伊都郡かつらぎ町中飯降 422
Tel:0736-22-2203　Fax:0736-22-7402

和歌山県農林大学校 林業研修部　　　
〒 649-2103
西牟婁郡上富田町生馬 1504-1
Tel:0739-47-4141　Fax:0739-47-4150
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20
歳
未
満
で
身
体
や
知
的
ま

た
は
精
神
に
中
程
度
以
上
の
障

害
も
し
く
は
長
期
に
わ
た
る
安

静
を
必
要
と
す
る
病
状
に
あ
る

児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
手

当
は
児
童
を
監
護
し
て
い
る
父

も
し
く
は
母
ま
た
は
父
母
に
代

わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い
る

方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
受
給
者
や
配
偶
者
ま
た
は
扶

養
義
務
者
の
前
年
の
所
得
に
よ

っ
て
は
、
そ
の
年
度
（
８
月
か

ら
翌
年
７
月
ま
で
）
の
手
当
の

支
給
が
停
止
に
な
り
ま
す
。

支
給
月
額
（
児
童
１
人
に
つ
き
）

問 

福
祉
課
（
④
番
、
⑤
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
３

あ
る

　
届
出
が
必
要
な
方
に
は
、
６

月
下
旬
に
案
内
を
送
付
し
て
い

ま
す
の
で
、
指
定
の
期
間
内
に

必
要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※
令
和
６
年
11
月
分
手
当
よ
り
、

第
３
子
以
降
の
手
当
額
は
第
２

子
の
手
当
額
と
同
額
に
改
定
さ

れ
ま
す
。

　
児
童
扶
養
手
当
を
継
続
し
て

５
年
以
上
受
給
し
て
い
る
方
は
、

規
定
に
よ
り
手
当
が
半
額
に
減

額
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
の

事
由
の
届
出
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
減
額
の
適
用
を
除
外
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
就
労
や
求
職
活
動
等
の
自
立

を
図
る
た
め
の
活
動
を
行
っ

て
い
る

●
受
給
者
本
人
や
監
護
す
る
児

童
ま
た
は
親
族
に
疾
病
や
障

害
等
が
あ
る
た
め
に
自
立
を

図
る
た
め
の
活
動
が
困
難
で

現況届・所得状況届・更新申請は忘れずに！
　児童扶養手当・特別児童扶養手当およびひとり親家庭医療費助成の認定を受けている方は、継続し
て受給資格があることを確認するため、毎年届を提出することになっています。提出がないと、11 月
以降（特別児童扶養手当は８月以降）の手当および医療費助成を受給できなくなります。下記の期間
中に必ず手続きをお願いします。
　なお、いずれの制度も所得制限を設けているため、前年の所得によっては支給を停止する場合があ
りますので、あらかじめご了承ください。

児 童 扶 養 手 当（現況届）　　　 ： ８月１日㊍ ～ ８月３０日㊎
特別児童扶養手当（所得状況届）　 ： ８月９日㊎ ～ ９月１１日㊌
ひとり親家庭医療費（更新申請書）　： ８月１日㊍ ～ ８月３０日㊎
■ 提出先：　上富田町役場　福祉課　（④番、⑤番窓口）

　
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
生
活
の

安
定
と
児
童
の
健
全
育
成
、
福

祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
に
あ
て

は
ま
る
児
童
を
監
護
し
て
い
る

母
も
し
く
は
父
ま
た
は
父
母
に

代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
養
育
者
が
受
給
者
と
な

り
受
給
で
き
ま
す
。

●
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た

●
父
ま
た
は
母
が
次
の
い
ず
れ

　
か
に
該
当

 

・
死
亡
し
た

 

・
一
定
の
障
害
が
あ
る

 

・
生
死
が
明
ら
か
で
な
い

 

・
引
き
続
き
１
年
以
上
遺
棄

　
し
て
い
る

 

・
引
き
続
き
１
年
以
上
拘
禁

　
さ
れ
て
い
る

●
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐

胎
し
た
児
童
、
遺
児

●
配
偶
者
か
ら
の
暴
力(

Ｄ
Ｖ)

に
よ
り
、
父
ま
た
は
母
が
裁

判
所
か
ら
Ｄ
Ｖ
保
護
命
令
を

受
け
た
児
童
等

　
受
給
者
お
よ
び
同
居
の
扶
養

義
務
者
（
祖
父
母
等
）
の
前
年

の
所
得
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
年

度
（
11
月
か
ら
翌
年
10
月
ま
で
）

の
手
当
の
一
部
ま
た
は
全
部
が

支
給
停
止
に
な
り
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童

扶
養
手
当
　
‐
お
知
ら
せ
‐

一
部
支
給
停
止
適
用
除
外

事
由
届
出
書
‐
お
知
ら
せ
‐

児童数 全部支給 一部支給（所得に応じて）

1人 45,500円 45,490円～10,740円

第2子
児童 1 人の手当額に所得に応じて加算

10,750円 10,740円～5,380円

第3子
以降

上記に、児童1人につき所得に応じて加算

6,450円 6,240円～3,230円

１
級

５
５
，３
５
０
円

２
級

３
６
，８
６
０
円

支給月額（令和 6 年度）

児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当

-3--4-



　
町
で
は
、
地
域
防
災
の
担
い

手
の
育
成
を
促
進
し
、
地
域
防

災
力
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
防
災
士
の
資
格
を
取
得

さ
れ
た
方
に
対
し
て
補
助
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

対 

上
富
田
町
内
に
住
所
を
有
す

る
方
で
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該

当
す
る
方

 

・
講
座
を
受
講
す
る
方
で
、
防

災
士
の
資
格
を
取
得
し
よ
う

と
す
る
方

 

・
資
格
取
得
後
に
地
域
の
自
主

防
災
組
織
等
の
中
で
、
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
意
思

が
あ
る
方

 

・
防
災
士
の
資
格
取
得
に
関
し

て
、
他
の
助
成
制
度
を
受
け

て
い
な
い
方
ま
た
は
受
け
る

予
定
の
な
い
方

 

・
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
方

内 

防
災
士
の
資
格
を
取
得
す
る

た
め
に
要
し
た
次
に
掲
げ
る
経

費
を
補
助
対
象
と
し
ま
す
。

 

・
講
座
の
教
本
代
金

 

・
防
災
士
資
格
取
得
試
験
受
験

　
料

 

・
防
災
士
認
証
登
録
料

※
防
災
士
の
資
格
を
取
得
す
る

に
は
、
和
歌
山
県
が
実
施
す

る
左
記
の
講
座
（
紀
の
国
防

災
人
づ
く
り
塾
）
を
受
講
し
、

試
験
に
合
格
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

場 

和
歌
山
県
立
情
報
交
流
セ
ン

　 

タ
ー
　
Ｂ
ｉ
ｇ
・
Ｕ

　（
田
辺
市
新
庄
町
３
２
３
５
‐
９
）

時 

10
月
27
日
㊐
　
講
義

　 

11
月
10
日
㊐
　
講
義

　 
12
月
１
日
㊐
　
講
義
・
試
験

　 
12
月
22
日
㊐
　
予
備
日

申 

和
歌
山
県
電
子
申
請
サ
ー
ビ

ス
で
の
申
請
も
し
く
は
受
講
申

込
書
を
和
歌
山
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
防
災
わ
か
や
ま
」
よ
り
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
き
、

必
要
事
項
を
記
載
の
上
、
和
歌

山
県
防
災
企
画
課
へ
フ
ァ
ッ
ク

ス
ま
た
は
郵
送
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

【
講
座
申
込
期
間
】

　
８
月
13
日
㊋
～
８
月
23
日
㊎

問 

総
務
課
　
庶
務
・
危
機
管
理

班
（
⑪
番
窓
口
）

☎ 

３
３
‐
７
０
９
２

　
上
富
田
町
で
は
、
９
月
１
日

現
在
、
町
内
に
１
年
以
上
住
民

登
録
し
て
い
る
85
歳
以
上
の

方
に
対
し
て
、
敬
老
祝
金
３
，

０
０
０
円
を
支
給
し
ま
す
。

　
支
給
方
法
は
、
民
生
児
童
委

員
の
方
々
に
、
担
当
し
て
い
る

地
区
の
対
象
者
を
訪
問
し
、
手

渡
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　
敬
老
の
日
前
後
に
訪
問
し
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
民
生
児
童
委
員
の
訪

問
に
よ
り
敬
老
祝
金
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
な
い
方
は
、
８

月
30
日
㊎
ま
で
に
役
場
長
寿
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問 

長
寿
課
（
⑩
番
窓
口
）

☎ 

３
３
‐
７
３
４
０

防
災
士
育
成
事
業
補
助
金

‐
お
知
ら
せ
‐

敬
老
祝
金
支
給
‐
お
知
ら
せ
‐

募
集
期
間

８
月
22
日
㊍
～
９
月
４
日
㊌

申 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

一
次
試
験
日

10
月
26
日
㊏
・
10
月
27
日
㊐

試
験
会
場

　
和
歌
山
市
等

受
験
資
格

①
令
和
６
年
４
月
１
日
に
お
い

て
高
等
学
校
ま
た
は
中
等
学

校
を
卒
業
し
た
日
の
翌
日
か

ら
起
算
し
て
２
年
を
経
過
し

て
い
な
い
人
お
よ
び
令
和
７

年
３
月
ま
で
に
高
等
学
校
ま

た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業

見
込
み
の
人

②
高
等
専
門
学
校
の
第
３
学
年

を
修
了
し
た
人
で
あ
っ
て
、

令
和
６
年
４
月
１
日
に
お
い

て
当
該
課
程
を
修
了
し
た
日

の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
２
年

を
経
過
し
て
い
な
い
人
等
、

人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
人
と

同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め

る
人

問 

田
辺
海
上
保
安
部
管
理
課

☎
２
２
‐
２
０
０
２

海
上
保
安
大
学
校
学
生

採
用
試
験 

‐
ご
案
内
‐

※
受
験
資
格
等
詳
細
に
つ
い
て
は
左

記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

自
衛
隊
和
歌
山
地
方

協
力
本
部
田
辺
地
域

事
務
所

　
☎
２
４
‐
６
２
１
９

令
和
７
年
度
自
衛
官
候
補
生
・

防
衛
医
科
大
学
校
・
防
衛
大

学
校
学
生
募
集
案
内

募集種目 受付期間 試　験　日 試験会場

自衛官候補生 9月12日㊍まで

WE試験
9月16日㊊～21日㊏

自宅等
※ネット環境が良好
な場所

口述・身体検査
9月29日㊐

和歌山県民文化会館
中会議室

防衛医科
大学校

医学科 10月9日㊌まで 10月19日㊏ 和歌山JAビル
　和ホール　ABC

看護科 10月2日㊌まで 10月12日㊏ 和歌山県民文化会館
　特設会議室

防衛大学校学生 10月17日㊍まで 11月2日㊏ 和歌山大学付属中学校

-4-



　
夏
バ
テ
と
は
夏
季
の
高
温
と

多
湿
に
対
応
で
き
ず
に
起
こ
る

不
調
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　
最
近
こ
ん
な
症
状
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？

　
こ
れ
ら
の
主
な
原
因
は
、
体

内
の
水
分
調
整
や
栄
養
不
足
、

体
温
を
調
節
す
る
自
律
神
経
の

乱
れ
な
ど
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
温
度
差
や
体
の
冷
や
し
す
ぎ

に
注
意
す
る

　
室
内
外
の
温
度
差
が
５
度
以
上

に
な
る
と
、
自
律
神
経
が
乱
れ
や

す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
エ

ア
コ
ン
の
温
度
調
節
に
は
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。
調
節
が
難
し

い
場
合
は
、
上
着
な
ど
衣
類
で

調
節
し
ま
し
ょ
う
。

・
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
、
質
の

良
い
睡
眠
を
と
る

　
起
床
と
就
寝
時
間
を
あ
る
程

度
固
定
す
る
と
、
自
律
神
経
が

整
い
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
質
の
良
い
睡
眠
を
十
分
に

と
り
、
疲
れ
を
残
さ
な
い
こ
と

も
大
切
で
す
。
規
則
正
し
い
生

活
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

・
適
度
に
運
動
を
す
る

　
適
度
な
運
動(

ジ
ョ
ギ
ン
グ

や
ラ
ジ
オ
体
操
、
ス
ト
レ
ッ
チ

な
ど)

は
身
体
が
暑
さ
に
慣
れ

る
よ
う
促
さ
れ
、
熱
中
症
の
リ

ス
ク
も
低
下
す
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
朝
の
涼
し
い
時
間
帯
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
お
す
す
め
で

す
。
運
動
後
に
は
、
注
意
し
て

水
分
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

・
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
、

こ
ま
め
な
水
分
補
給
を

　
暑
さ
か
ら
疲
れ
や
す
く
な
り
、

加
え
て
汗
で
ミ
ネ
ラ
ル
を
失
い

や
す
い
た
め
、
十
分
な
栄
養
補

給
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
水
分

補
給
は
、
の
ど
の
渇
き
を
感
じ

る
前
に
、「
早
め
」
と
「
こ
ま
め
」

を
意
識
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

日
々
の
工
夫
で
夏
バ
テ
を
予
防

し
、
元
気
に
楽
し
く
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。

４
月
１
日
時
点
で

　
16
歳
～
26
歳
の

　
　
　
　
　
　
　

女
性
の
方
へ

　
右
記
年
齢
の
方
は
、
公
費
で

の
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス

（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
、

令
和
７
年
３
月
31
日
で
終
了
と

な
り
ま
す
。
ま
だ
一
度
も
接
種

し
て
い
な
い
方
は
、

　
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
、

初
回
接
種
か
ら
完
了
ま
で
に
約

６
ヶ
月
必
要
で
す
。
夏
休
み
な

ど
を
利
用
し
て
、
接
種
歴
の
確

認
、
予
定
を
立
て
ま
し
ょ
う
。

接
種
歴
が
不
明
、
依
頼
券
が
無

い
、
予
約
は
ど
う
し
た
ら
い
い

の
か
等
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
は
、
子
宮

　
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
で
す
。

　
６
月
27
日
、
田
辺
市
内
を
ガ
イ
ド
さ
ん
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
、
新

し
い
発
見
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

12,000 歩

～
お
と
な
の
遠
足

　
　
　
　
　
　

ｉ
ｎ
田
辺
～

８
月
中
に
は
１
回
目
の
接
種

を
計
画
し
て
く
だ
さ
い
。

・
食
欲
不
振

・
疲
れ
や
だ
る
さ
が
抜
け
な
い

・
消
化
器
症
状（
下
痢
や
便
秘
）

・
肩
こ
り
や
め
ま
い

・
肌
荒
れ
　
　
　
　
　  

な
ど

夏バテ対策に
おすすめの食べ物
・うなぎ　・豚肉

・おくら・トマト

・きゅうり

・梅干し

夏
バ
テ
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

夏
バ
テ
に
要
注
意
の
時
期
で
す

保
健
セ
ン
タ
ー

　か
ら
の
お
知
ら
せ
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　上富田町子育て支援センター ｢とんとんルーム」( 岩田公民館 ) では、現在子育て中の保護者様向け
の健康教育講習会を開催しています。講習会は、各分野の専門の先生から子育てのヒントを学ぶことが
できる機会となっております。６月の講習会では、ヒルデンタルクリニック歯科衛生士の和崎里佳先
生が「歯磨きイヤイヤの克服術～いい歯になる食事とおやつを楽しもう～」と題し、子どもが歯磨き
を嫌がる時の促し方や成長に合わせたお口のケアの方法や歯ブラシの種類や選び方、食事やおやつの
時の正しい姿勢などについての話をしてくださいました。「チョコレートはいつから食べさせていい？」

「歯磨き粉はいつから使う？」など保護者の方の疑問にも分かりやすく答えてくださいました。親も子
も一生付き合う大切な歯について学ぶことのできる時間となりました。ありがとうございました。

●今月は 8 月 21 日㊌ 13 時 30 分～
吉田医院 北本育子医師による講習会 ｢子どもの健康と病気｣ を予定しております。
※ 8 月の講習会は保健センターで行います。
申込の締め切りは 8 月 14 日です。
8 月以降の講演会の日程や申込についてはお問い合わせください。
問　福祉課子育て支援班 ( ④番窓口 )　☎ 34-2373

みんなでお口の
トレーニング！
「あいうべ体操」

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は

介
護
・
福
祉
の
総
合
相
談
窓
口

と
し
て
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
や

そ
の
ご
家
族
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
電

話
や
窓
口
の
ほ
か
、
自
宅
へ
も

訪
問
し
ま
す
。
費
用
は
掛
か
り

ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
シ
ニ
ア
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
（
青

春
塾
）
を
地
区
で
自
主
的
に
行

い
、
介
護
予
防
に
取
り
組
む
グ

ル
ー
プ
が
、
現
在
町
内
７
か
所

（
南
紀
の
台
町
内
会
館
、
朝
来

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
峠
・

大
内
谷
会
館
、
生
馬
公
民
館
、

岩
田
公
民
館
、
市
ノ
瀬
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
、
岡
高
齢
者

憩
の
家
）
で
週
１
回
運
動
し
て

い
ま
す
。

　
シ
ニ
ア
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
は
踏

み
台
を
使
用
し
た
昇
降
運
動
や

椅
子
を
使
っ
た
筋
力
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
や
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
な
ど

を
行
い
ま
す
。
有
酸
素
運
動
＋

筋
力
ア
ッ
プ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
テ
ン
ポ

で
両
方
バ
ラ
ン
ス
よ
く
行
う
こ

と
で
、
よ
り
効
果
が
得
ら
れ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。「
私
に
で

き
る
内
容
？
」
と
不
安
に
感
じ

た
り
、
参
加
に
あ
と
一
歩
踏
み

出
せ
な
い
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
介
護
を
必

要
と
し
な
い
た
め
に
開
発
さ
れ

た
運
動
で
す
の
で
、
体
力
に
合

わ
せ
て
回
数
を
減
ら
し
た
り
、

椅
子
に
座
っ
て
休
憩
も
し
な
が

ら
各
自
調
整
し
て
い
ま
す
。

　
シ
ニ
ア
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
10

回
シ
リ
ー
ズ
の
く
わ
し
い
解
説

付
き
で
学
べ
る
教
室
を
10
月
か

ら
開
催
予
定
で
す
。
詳
細
な
内

容
、
参
加
希
望
者
等
に
つ
き
ま

し
て
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

時 

８
月
22
日
㊍

　
　
14
時
～
15
時
30
分

場 

保
健
セ
ン
タ
ー
１
階

認
知
症
に
関
す
る
相
談
も
で

き
ま
す
。
お
気
軽
に
お
こ
し

く
だ
さ
い
。

問 

長
寿
課

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
⑨
番
窓
口
）

☎
３
３
‐
７
３
４
０

地域包括支援
センター

☆
参
加
者
募
集

行
事
予
定
の
お
知
ら
せ

住み慣れた地域で

暮らし続けるお手伝い

行事名  日　　程 場　　所 対　　象

1 歳半健診 8 月 28 日㊌

上富田町
保健センター

令和 ４ 年 12 月 ・ 令和 ５ 年 1 月生まれの方

４ か月健診
9 月11日㊌

令和 6 年 ５ 月生まれの方

10 か月健診 令和 ５ 年 10 月生まれの方

育児相談 (2 か月 )
9 月12日㊍

令和 6 年 7 月生まれの方

育児相談 (1 歳 ) 令和 ５ 年 8 月生まれの方

8月16日～9月15日

 

今
月
の
ひ
ょ
う
た
ん
カ
フ
ェ

健康教育講習会健康教育講習会
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７
月
７
日
、
朝
来
小
学
校
体

育
館
に
お
い
て
、
上
富
田
町
父

母
子
ど
も
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会

主
催
の
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
11
チ
ー
ム
が
参
加

し
、
ど
の
試
合
も
一
戦
一
戦
白

熱
し
た
試
合
が
展
開
さ
れ
ま
し

朝
来
公
民
館
　

時 

令
和
７
年
２
月
８
日
㊏
・
９

日
㊐

対 

朝
来
・
岩
崎
・
南
紀
の
台
地

区
に
在
住
の
方
お
よ
び
朝
来
公

民
館
サ
ー
ク
ル
等

生
馬
公
民
館

時 

令
和
７
年
２
月
８
日
㊏

　
　
　
　
　 

２
月
９
日
㊐

対 

生
馬
地
区
に
在
住
の
方
お
よ

び
生
馬
公
民
館
サ
ー
ク
ル
等

絆
や
地
域
の
大
人
と
の
関
わ
り

は
、
子
ど
も
達
に
と
っ
て
よ
い

経
験
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
な
お
今
大
会
で
上
位
の
成
績

を
収
め
た
４
チ
ー
ム
は
、
７
月

21
日
に
白
浜
町
立
総
合
体
育
館

で
開
催
さ
れ
る
西
牟
婁
郡
大
会

へ
出
場
し
ま
す
。

　
大
会
開
催
に
あ
た
り
、
周
到

な
準
備
・
運
営
に
ご
尽
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
運
営
委
員
の
皆

さ
ま
、
審
判
指
導
員
の
皆
さ
ま
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
生
活
保
護
世
帯
ま
た
は
生
活

保
護
に
準
じ
た
保
護
が
必
要
な

世
帯
の
児
童
生
徒
に
対
し
、
一

定
の
援
助
を
行
う
支
援
制
度
と

し
て
、
要
保
護
・
準
要
保
護
児

童
生
徒
就
学
援
助
制
度
が
あ
り

ま
す
。

　
お
困
り
の
方
は
お
子
様
が
通

わ
れ
て
い
る
学
校
ま
た
は
教
育

委
員
会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問 

　

生
馬
小
学
校 

４
７
‐
０
１
２
６

朝
来
小
学
校 

４
７
‐
０
０
４
０

岩
田
小
学
校 

４
７
‐
２
１
２
０

岡
小
学
校
　 

４
７
‐
２
０
２
７

市
ノ
瀬
小
学
校
４
８
‐
０
３
３
４

上
富
田
中
学
校
４
７
‐
０
０
５
３

教
育
委
員
会 

４
７
‐
５
９
３
０

た
。

　
大
会
に
向
け

そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
単
位
で
編
成

さ
れ
た
チ
ー
ム

で
、
練
習
や
ゲ
ー

ム
を
重
ね
て
取

り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

　
試
合
中
は
互

い
に
声
援
を
送

り
あ
い
、
チ
ー

ム
一
丸
と
な
っ

て

全

力

で

プ

レ
ー
す
る
姿
が

印
象
的
で
し
た
。

　
学
年
の
垣
根

を
越
え
た
チ
ー

ム
メ
イ
ト
と
の

父
母
子
ど
も
ク
ラ
ブ

　
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
！

優
　
勝
　
　
　
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｄ
Ａ 

Ａ
ｃ
ｅ

準
優
勝
　
　
　
市
ノ
瀬
Ａ
チ
ー
ム

３
　
位
　
　
　
朝
来
サ
ン
ラ
イ
ズ

４
　
位
　
　
　
岡 

Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｄ
ｓ

公
民
館
作
品
展
　
‐
作
品
募
集
‐

　
毎
年
恒
例
の
公
民
館
作
品
展
は
、
次
の
日
程
で
開
催
予
定
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
作
品
の
出
品
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
ご
準
備
を
お
願
い
し
ま

す
。

就
学
援
助
　
‐
ご
案
内
‐

岩
田
公
民
館

時 

令
和
７
年
２
月
15
日
㊏
・
16

日
㊐

対 

岩
田
・
岡
地
区
に
在
住
の
方

お
よ
び
岩
田
公
民
館
サ
ー
ク
ル

等市
ノ
瀬
公
民
館

時 

令
和
７
年
２
月
16
日
㊐

対 

市
ノ
瀬
・
下
鮎
川
地
区
に
在

住
の
方
お
よ
び
市
ノ
瀬
公
民
館

サ
ー
ク
ル
等

問 

教
育
委
員
会
事
務
局

☎
４
７
‐
５
９
３
０

熱戦の様子

優　勝　ＩＷＡＤＡ Ａｃｅ

準優勝　市ノ瀬Ａチーム
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梅
終
わ
り 

里
山
静
か
に 

夕
ぐ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
気
づ
け
ば
我
も 
す
で
に
黄
昏

【
訂
正
と
お
詫
び
】

７
月
号
の
「
富
田
川
歌
壇
」
中

「
短
冊
に
」
の
句
が
抜
け
て
い
ま
し
た
。

訂
正
し
、
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。 

正
し
く
は
、
左
記
の
と
お
り

短
冊
に
「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
に
な
り
た
い
」
と 

ス
ー
パ
ー
通
路
の 

わ
く
わ
く
願
い

黄
の
波
を 

打
ち
て
ハ
マ
ボ
ウ 

リ
ハ
ビ
リ
の

　
　
　
　
　
　
日
々
の
励
み
と 

言
い
し
日
の
友

友
と
電
話 

「
年
は
と
っ
て
も 

こ
の
ま
ま
で

　
　
　
　
　
め
い
わ
く
か
け
ず 

家
で
お
り
た
い
ね
」

山
口
さ
と
江

稲
田
　
和
代

稗
田
　
満
代

（
投
稿
歓
迎
）

富
田
川
歌
壇

（
投
稿
歓
迎
）

獣
害
の
神
饌
青
田
に
冊
や
策

葉
桜
の
蔭
や
地
蔵
の
朱
の
帽
子
　
　
　

夜
明
け
待
ち
す
っ
く
と
立
つ
や
蓮
の
花

濃
紫
陽
花
君
産
声
の
刻
澄
め
り
　
　
　

枇
杷
の
実
を
配
る
袋
に
葉
を
ひ
と
つ
　

病
床
や
家
の
紫
陽
花
ま
な
う
ら
に
　
　

葉
擦
れ
は
や
言
の
葉
と
な
る
今
年
竹
　

木
村
　
圀
夫

田
浦
　
陽
子

竹
辺
　
千
歳

堤
　
　
光
代

細
川
　
節
子

宮
本
　
操
　

松
本
武
千
代

あ
っ
た
ら
い
い
な
こ
ん
な
も
の

上
富
田
中
学
校
１
年
４
組　

松
本　

悠
里

　
私
が
こ
ん
な
も
の
が
あ
っ
た

ら
い
い
な
と
思
う
も
の
は
三
つ

あ
り
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、
瞬
間
移
動
す
る

こ
と
が
で
き
る
地
図
で
す
。
そ

れ
に
は
人
型
の
ピ
ン
が
つ
い
て

い
て
、
そ
の
ピ
ン
を
地
図
の
自

分
の
行
き
た
い
場
所
に
さ
す
と
、

瞬
間
移
動
で
き
ま
す
。
こ
の
道

具
が
あ
れ
ば
、
好
き
な
と
き
に

好
き
な
場
所
に
行
く
こ
と
が
で

き
る
の
で
、
学
校
に
遅
刻
し
ま

せ
ん
。
ま
た
、
家
族
旅
行
を
す

る
と
き
に
は
交
通
費
が
か
か
ら

ず
、
運
転
を
し
な
く
て
も
い
い

の
で
つ
か
れ
ま
せ
ん
。
移
動
す

る
時
間
が
な
く
て
も
い
い
の
で
、

遊
ぶ
時
間
を
長
く
と
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
だ
か
ら
私
は
、
瞬

間
移
動
で
き
る
地
図
が
あ
っ
た

ら
い
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
二
つ
目
は
、
自
転
車
を
こ
ぐ

こ
と
で
電
気
を
た
め
ら
れ
る
装

置
で
す
。
そ
の
装
置
は
取
り
外

し
可
能
で
す
。
そ
の
た
め
た
電

気
で
、
か
い
中
電
灯
や
ラ
ジ
オ
、

け
い
た
い
電
話
を
充
電
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
、
災
害
時
に

役
立
ち
ま
す
。
キ
ャ
ン
プ
な
ど

で
電
源
が
な
い
と
こ
ろ
で
も
、

こ
の
装
置
が
あ
れ
ば
電
気
を
使

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
転
車

を
こ
ぐ
こ
と
が
で
き
た
ら
誰
で

も
簡
単
に
電
気
を
た
め
る
こ
と

が
で
き
る
と
こ
ろ
が
良
い
点
だ

と
思
い
ま
す
。
自
転
車
を
こ
ぐ

と
、
体
力
や
筋
力
も
増
え
る
し
、

健
康
面
で
も
良
い
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
。

　
三
つ
目
の
あ
っ
た
ら
い
い
な

と
思
う
道
具
は
、
文
房
具
で
す
。

私
は
い
つ
も
、
シ
ャ
ー
ペ
ン
と

消
し
ゴ
ム
を
持
ち
替
え
る
こ
と

が
面
倒
だ
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
ワ
ン
タ
ッ
チ
で
消
し

ゴ
ム
に
変
わ
る
シ
ャ
ー
ペ
ン
が

あ
っ
た
ら
便
利
だ
と
思
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
シ
ャ
ー
ペ
ン

の
し
ん
が
折
れ
た
と
き
や
す
り

減
っ
た
と
き
に
は
、
自
動
的
に

少
し
だ
け
し
ん
を
出
し
て
く
れ

る
機
能
も
付
い
て
い
ま
す
。
こ

の
機
能
が
あ
る
と
、
し
ん
が
無

く
な
っ
た
と
き
に
毎
回
押
さ
な

く
て
も
い
い
の
で
、
集
中
力
が

切
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
し
ん
の

出
て
く
る
長
さ
も
自
分
の
好
み

に
合
わ
せ
て
設
定
で
き
る
の
で
、

無
駄
に
折
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
。
便
利
だ
し
、
経
済
的
だ

と
思
い
ま
す
。

　
私
が
あ
っ
た
ら

い
い
な
と
思
う
三

つ
の
道
具
の
共
通

点
は
、
無
駄
に
し

た
く
な
い
と
い
う

気
持
ち
で
す
。
時

間
の
無
駄
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
無
駄
、

資
源
の
無
駄
、
動

作
の
無
駄
を
改
善

す
る
た
め
の
道
具

で
し
た
。
実
際
に

実
現
す
る
こ
と
は

難
し
い
け
れ
ど
、

小
さ
な
ア
イ
デ
ア

か
ら
世
界
が
変
わ

る
こ
と
も
あ
る
の

で
、
身
の
回
り
の

小
さ
な
無
駄
か
ら

改
善
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

図書館からのお知らせ

上富田町立図書館 ☎ ４７-１７９０問

今月のベストテン

1.

2.

　3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

1.

2.

　3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

成瀬は天下を取りにいく　　　　　　　　

クスノキの女神　　　　　　

成瀬は信じた道をいく　　　　　　　　　

変な家２　　　　　　　　　　　　　　　　

なぜ働いていると本が読めなくなるのか　

変な絵　　　　　　　　　　　　　　　　

俺たちの箱根駅伝 上

俺たちの箱根駅伝 下

告白撃

おんなの窓

成瀬は天下を取りにいく　　　　　　　　

クスノキの女神　　　　　　

成瀬は信じた道をいく　　　　　　　　　

変な家２　　　　　　　　　　　　　　　　

なぜ働いていると本が読めなくなるのか　

変な絵　　　　　　　　　　　　　　　　

俺たちの箱根駅伝 上

俺たちの箱根駅伝 下

告白撃

おんなの窓

宮島 未奈

東野 圭吾

宮島 未奈

雨穴　　　

三宅 香帆

雨穴

池井戸 潤

池井戸 潤

住野 よる　　

伊藤 理佐　　　　

宮島 未奈

東野 圭吾

宮島 未奈

雨穴　　　

三宅 香帆

雨穴

池井戸 潤

池井戸 潤

住野 よる　　

伊藤 理佐　　　　

新潮社

実業之日本社

新潮社

飛鳥新社

集英社

双葉社

文藝春秋

文藝春秋

KADOKAWA

文藝春秋

新潮社

実業之日本社

新潮社

飛鳥新社

集英社

双葉社

文藝春秋

文藝春秋

KADOKAWA

文藝春秋

　街道は国内の主要拠点

を結ぶ交通路として、古く

から整備されてきました。

今では鉄道の発達により

往年の輝きは失われまし

たが、当時の面影を伝える

史跡や建築物は残されて

います。この本では、 古くからの街道が現代に

も続いていることを確かめることができます。

東海道、中山道横断マップを見ながら誌上街道

旅行を体験してみませんか?

『歴史の道をたどる日本地図帳

　　　　　　　　　　街道アトラス』

平凡社/編　平凡社
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体
育
協
会
競
技
団
体
紹
介

　
令
和
６
年
度
、
体
育
協
会
に

は
左
記
の
団
体
が
加
盟
さ
れ
て
、

各
競
技
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
普
及
、

振
興
に
つ
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

上
富
田
町
体
育
協
会  

「
ス
ポ
ー
ツ
表
彰
」
候
補
者
推
薦
依
頼

和
歌
山
大
学

　
南
紀
熊
野
サ
テ
ラ
イ
ト

　  

‐
後
期
受
講
生
募
集
‐

理
学
療
法
士 

対
面
運
動
教
室

　
学
童
期
に
お
け
る
ケ
ガ
を
し
な
い
体
作
り
な
ど
を
目
的
に
、
次
の

事
業
を
実
施
し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

時 

８
月
26
日
㊊

実
施 

19
時
00
分
～
20
時
00
分

場 

岩
田
小
学
校
体
育
館

対 

小
学
４
年
生
～
小
学
６
年
生
（
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
加
入
者
）

講
師 

湯
田
智
久
（
理
学
療
法
士
）

定 

15
名
（
先
着
）

費 

無
料
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

持 

上
履
き
、
動
け
る
服
装
、
飲
み
物

申 

８
月
23
日
㊎
17
時
ま
で

※
下
記
の
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問 

上
富
田
町
体
育
協
会
　
☎
４
７
‐
５
９
３
０

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
野
球

　
　
岩
田
シ
ャ
ー
ク
ス

　
　
　
代
表
者
　
出
羽
　
研
吉

　
　
朝
来
パ
ワ
ー
ズ

　
　
　
代
表
者
　
林
　
修
志

　
　
生
馬
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

　
　
　
代
表
者
　
森
本
　
佳
宏

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
柔
道

　
　
　
代
表
者
　
伊
藤
　
里
実

　
上
富
田
町
体
育
協
会
で
は
、

上
富
田
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に

貢
献
し
、
ま
た
、
各
種
ス
ポ
ー

ツ
競
技
で
優
秀
な
成
績
を
収
め

ら
れ
た
個
人
や
団
体
を
対
象
に

表
彰
を
行
い
ま
す
。

　
表
彰
規
程
等
の
詳
細
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　
対
象
者
を
も
れ
な
く
表
彰
す

る
た
め
に
、
推
薦
や
情
報
提
供

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対 

上
富
田
町
在
住
ま
た
は
出
身

者

対
象
期
間 

４
月
１
日
～
12
月
31

日
（
期
間
内
開
催
大
会
に
お
け

る
成
績
）

表
彰
対
象
と
な
る
成
績 

　

県
規
模
の
大
会
で
優
勝

近
畿
規
模
の
大
会
で
３
位
以
内

全
国
規
模
の
大
会
で
３
位
以
内

主
要
な
世
界
大
会
に
出
場

※
チ
ー
ム
種
目
で
前
記
の
成
績

を
残
し
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
に
登

録
さ
れ
て
い
た
場
合
も
対
象
。

申 
上
富
田
町
体
育
協
会
ま
で
お

電
話
に
て
成
績
を
お
伝
え
く
だ

さ
い
。
表
彰
規
程
と
合
致
す
る

場
合
は
推
薦
調
書
を
お
送
り
し

ま
す
。

〆 

８
月
30
日
㊎

そ
の
他 

表
彰
対
象
と
な
る
か
ど

う
か
判
断
が
難
し
い
場
合
は
、

問
い
合
わ
せ
先
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

問 

上
富
田
町
体
育
協
会

☎
４
７
‐
５
９
３
０

　
和
歌
山
大
学
南
紀
熊
野
サ
テ

ラ
イ
ト
で
は
、
２
０
２
４
年
後

期
の
学
部
開
放
授
業
受
講
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
授
業
は
基
本
的
に
対

面
で
実
施
し
ま
す
が
、
状
況
次

第
で
オ
ン
ラ
イ
ン
ま
た
は
中
止

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

時 

10
月
～
翌
年
１
月
の
日
曜
日

に
順
次
開
講
。

授
業
科
目
・
定
員 

　

学
部
開
放
授
業

（
各
科
目
定
員
15
～
30
人
先
着
）

「
地
域
観
光
戦
略
論
Ｂ
」

「
南
紀
熊
野
の
宇
宙
」

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
・
紀
南
」

〆 

９
月
12
日
㊍

問 

和
歌
山
大
学

南
紀
熊
野
サ
テ
ラ
イ
ト

☎
２
３
‐
３
９
７
７

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
サ
ッ
カ
ー

　
　
　
代
表
者
　
平
尾
　
好
孝

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
バ
レ
ー

　
　
　
代
表
者
　
稲
嵜
　
富
代

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
バ
ス
ケ
ッ
ト

　
　
　
代
表
者
　
田
上
　
彰
伸

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
空
手

　
　
　
代
表
者
　
芝
　
剛
司

朝
来
剣
道
ク
ラ
ブ

　
　
　
代
表
者
　
露
口
　
恵

少
年
軟
式
野
球
連
盟

　
　
　
代
表
者
　
出
羽
　
正
典

少
年
硬
式
野
球

　
　
　
代
表
者
　
佐
多
　
清
憲

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

　
　
　
代
表
者
　
後
　
浩
次

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

　
　
　
代
表
者
　
井
谷
　
香

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会

　
　
　
代
表
者
　
池
田
美
惠
子

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会

　
　
　
代
表
者
　
森
下
　
将
裕

一
般
軟
式
野
球
協
会

　
　
　
代
表
者
　
楠
本
　
剛
史

サ
ッ
カ
ー
協
会

　
　
　
代
表
者
　
平
尾
　
好
孝

テ
ニ
ス
協
会

　
　
　
代
表
者
　
岩
橋
　
幸
大

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会

　
　
　
代
表
者
　
山
﨑
　
積

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

　
　
　
代
表
者
　
谷
口
　
美
香

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会

　
　
　
代
表
者
　
田
中
　
淳
史

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ク
ラ
ブ

　
　
　
代
表
者
　
井
澗
　
和
良

寿
野
球
ク
ラ
ブ

　
　
　
代
表
者
　
木
本
　
眞
次

卓
球
協
会

　
　
　
代
表
者
　
芝
田
　
哲
之

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会

　
　
　
代
表
者
　
吉
本
　
和
広

ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会

　
　
　
代
表
者
　
瀬
越
　
正
敬

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド

　
　
　
代
表
者
　
新
谷
　
憲
史

※
各
競
技
に
関
心
の
あ
る
方

は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問 

上
富
田
町
体
育
協
会
事
務
局

（
教
育
委
員
会
事
務
局
内
）

☎ 

４
７
‐
５
９
３
０

-9--10-



時 

８
月
25
日
㊐受

付
　
８
時
45
分

開
会
　
９
時
30
分

場 

市
ノ
瀬
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

費 

１
５
０
０
円

（
昼
食
代
含
む
。
当
日
集
金
）

申 

８
月
16
日
㊎
ま
で
に
、
次
の

連
絡
先
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

問 

教
育
委
員
会
事
務
局

☎
４
７
‐
５
９
３
０

（
朝
来
公
民
館
）

時 

８
月
16
日
㊎
19
時
～

場 

朝
来
公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル

※
荒
天
の
場
合
は
８
月
18
日
㊐

に
延
期

（
盆
踊
り
練
習
会
）

時 

８
月
５
日
㊊
19
時
～

　 

８
月
７
日
㊌
19
時
～

場 

朝
来
公
民
館

（
生
馬
公
民
館
）

時 

８
月
14
日
㊌
19
時
～

場 

生
馬
小
学
校
　
体
育
館

（
盆
踊
り
練
習
会
）

時 

８
月
７
日
㊌
19
時
30
分
～

場 

生
馬
公
民
館

（
市
ノ
瀬
公
民
館
）

時 

８
月
14
日
㊌
19
時
～

場 

市
ノ
瀬
公
民
館

（
盆
踊
り
練
習
会
）

◇
市
ノ
瀬
公
民
館

時 
８
月
７
日
㊌
19
時
～

場 

市
ノ
瀬
公
民
館

（
下
鮎
川
分
館
）

時 

８
月
14
日
㊌
19
時
～

場 

下
鮎
川
チ
ビ
ッ
コ
広
場

（
盆
踊
り
練
習
会
）

◇
下
鮎
川
分
館

時 

８
月
７
日
㊌
19
時
～

場 

下
鮎
川
児
童
館

時 

８
月
14
日
㊌

　
　
　 

18
時
30
分
～

場 

岩
田
公
民
館

　
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

　
①
19
時
～

　
　
二
胡
と
マ
ン
ド
リ
ン

　
②
19
時
25
分
～

　
　
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク

ギ
タ
ー
弾
き
語
り

※
警
報
発
令
等
で
14
日
が
中
止

　
の
時
は
16
日
に
延
期
し
ま
す
。

時 

９
月
６
日
㊎
14
時
～
15
時

場 

岩
田
公
民
館

講
師 

北
野 

貴
弘 

氏

費 

無
料

持 

動
き
や
す
い
服
装
、
飲
み
物

定 

20
名
（
先
着
順
）

申 

岩
田
・
岡
在
住
の
方

８
月
７
日
㊌
～
８
月
28
日
㊌

町
内
の
方

８
月
15
日
㊍
～
８
月
28
日
㊌

※
電
話
ま
た
は
直
接
岩
田
公
民

　
館
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問 

岩
田
公
民
館

☎
４
７
‐
２
０
２
０

時 

８
月
21
日
㊌

14
時
～
14
時
45
分

対 

小
学
校
１
年
生
～
３
年
生

内 

「
な
か
よ
し
」「
海
の
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー
」「
ゴ
ン
と
ホ
ッ
ト
ケ
ー

キ
」

場 

朝
来
公
民
館

定 

30
名

（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
。
朝
来
・
岩
崎
・
南
紀

の
台
地
区
の
方
を
優
先
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。）

出
演
　
人
形
劇
団
「
あ
し
た
」

費 

無
　
料 

申 

8
月
1
日
㊍
～
8
月
10
日
㊏

（
㊍
・
㊐
・
㊗
を
除
く
９
時
00
分

～
16
時
00
分
）

　
電
話
ま
た
は
直
接
朝
来
公
民

館
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
の
申
込
み
も
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
朝
来
公
民

館
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ

ン
ト
を
友
達
追
加
し

て
申
込
を
お
願
い
し

ま
す
。

問 

朝
来
公
民
館

☎
４
７
‐
０
５
４
５

時 

８
月
18
日
㊐
13
時
か
ら

場 

市
ノ
瀬
公
民
館

内 

紙
粘
土
の
貯
金
箱
、
竹
細
工
、

木
工
作

費 

無
料

対 

小
学
生
、
幼
児

※
幼
児
の
方
は
保
護
者
同
伴
で

お
願
い
し
ま
す
。

※
事
前
申
込
は
不
要
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
10
時
時
点
で
上
富
田
町
内
に

警
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合
は
中

止
と
な
り
ま
す
。

問 

市
ノ
瀬
公
民
館

☎
４
８
‐
０
３
６
６

　
南
紀
の
台
在
住
の
輪
島
久
子

さ
ん
の
写
真
を
ロ
ビ
ー
展
示
し

て
い
ま
す
。

　
見
慣
れ
た
風
景
か
ら
旅
先
で

の
一
枚
ま
で
、
様
々
な
写
真
を

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期 

８
月
30
日
㊎
ま
で

（
平
日
）
８
時
30
分
～
17
時
15
分

場 

上
富
田
文
化
会
館

　
　
　
　
　    

１
階
ロ
ビ
ー

問 

教
育
委
員
会
事
務
局

☎
４
７
‐
５
９
３
０

夏
季
囲
碁
大
会中央

公
民
館

　
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た

だ
け
ま
す
。

盆
踊
り
大
会

‐
ご
案
内
‐

夏
祭
り
‐
ご
案
内
‐

（
岩
田
公
民
館
）

健
康
講
座
‐
ひ
ざ
ト
レ
他

‐
募
集
‐
　
岩
田
公
民
館

人
形
劇
の
公
演

朝
来
公
民
館

公
民
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

夏
休
み
子
ど
も
教
室

　
み
ん
な
で
楽
し
く
夏
休
み

課
題
の
工
作
を
し
ま
せ
ん
か
。

輪
島
久
子
氏 

写
真
展

文
化
会
館
に
て
開
催
中
！
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親
子
バ
ス
ツ
ア
ー

生
馬
公
民
館

　
岩
田
公
民
館
ロ
ビ
ー
展
　-

ご
案
内-

　
　
山
根
淳
史
氏
　
彫ち

ょ
う
そ塑
作
品
展
　
開
催
中

前
　
期

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

　
朝
来
公
民
館

　
６
月
１

日
、
第
1

回
親
子
教

室
で
和
歌

山
市
の
「

道
の
駅
四

季
の
郷
公

園
」
を
親

子
17
名
で
訪
れ
ま
し
た
。

　
四
季
の
郷
公
園
は
、
里
山
の

広
が
る
農
村
地
帯
に
位
置
し
、

「
Ｂ
ｅ 

Ｗ
ｉ
ｌ
ｄ 

野
生
を
楽
し

も
う
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
甲

子
園
球
場
約
７
個
分
の
広
大
な

敷
地
に
令
和
４
年
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
四
季
の

広
場
・
見
晴
ら
し
の
丘
・
花
の

す
べ
り
台
・
つ
き
山
の
遊
び
場

な
ど
自
然
を
満
喫
で
き
る
様
々

な
施
設
が
あ
り
ま
す
。

　
午
前
中
は
自
由
行
動
と
し
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
ご
と
思
い
思
い
に

お
目
当
て
の
施
設
を
巡
り
ま
し

た
。
昼
食
は
四
季
の
広
場
の
木

陰
で
持
参
の
お
弁
当
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
歩
き
疲
れ
疲
労
困

ぱ
い
ぎ
み
の
親
御
さ
ん
に
と
っ

て
は
絶
好
の
休
息
タ
イ
ム
と

な
っ
た
よ
う
で
し
た
。

四
季
の
広
場
で
は
一
年
を
通

じ
て
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ

れ

ま

す
。
こ
の

日
は
、
大

道
芸
人
に

よ
る
ア
ク

ロ
バ
ッ
ト

シ
ョ
ー
、

四
季
の
郷

公
園
直
属
の
バ
ブ
ル
パ
フ
ォ
ー

マ
ー
に
よ
る
シ
ャ
ボ
ン
玉
シ
ョ

ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
は
ア
ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
な

演
技
に
拍
手
を
送
り
、
青
空
に

舞
う
大
小
の
シ
ャ
ボ
ン
玉
を
追

い
か
け
て
い
ま
し
た
。

青
葉
が
鮮
や
か
な
里
山
を
吹
き

ぬ
け
る
心
地

よ

い

涼

風
、

雑
木
林
か
ら

聞
こ
え
て
く

る
初
夏
を
告

げ
る
ホ
ト
ト

ギ
ス
の
鳴
き

声
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
の
流

れ
に
心
癒
さ
れ
る
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
の
俳
人
山
口
素
堂

の
「
目
に
は
青
葉
山
ほ
と
と
ぎ

す
初
鰹
」
と
い
う
有
名
な
俳
句

を
思
い
出
さ
せ
る
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

　
今
回
の
ロ
ビ
ー
展
は
、
岩
田

上
田
熊
に
お
住
ま
い
で
、
熊
野

高
校
で
美
術
の
先
生
を
さ
れ
て

い
る
山
根
淳
史
氏
に
よ
る
彫
塑

作
品
展
で
す
。

　
精
巧
に
作
り
上
げ
ら
れ
た
山

根
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
作
品
を

ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
た
く
、
多

く
の
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

場 

岩
田
公
民
館

　
　
　
　 

展
示
ス
ペ
ー
ス

時 

９
月
26
日
㊍
ま
で

（
平
日
）
８
時
30
分
～
16
時

※
８
月
９
日
㊎
～
８
月
15
日
㊍

を
除
く

　
今
回
の
作
品
テ
ー
マ
は
「
時

間
や
場
所
」
で
、
県
展
や
市
展
、

県
美
協
展
に
出
展
し
た
も
の
を

展
示
し
て
い
ま
す
。

雨
天
の
た
め
延
期
と
な
っ
て

い
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大

会
を
、
６
月
２
日
、
日
吉
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
を
お
借
り

し
て
行
い
ま
し
た
。
当
日
の
天

気
予
報
は
曇
り
の
ち
雨
、
降
り

始
め
は
お
昼
過
ぎ
と
の
こ
と

で
、
急
ぎ
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
こ
の
場
所
で
の
実
施
は
初
め

て
で
し
た
が
、「
ホ
ー
ル
イ
ン

ワ
ン
」
と
い
う
歓
声
も
あ
ち
こ

ち
で
響
き
、
順
調
に
進
め
て
い

き
ま
し
た
。

　
が
、
１
ゲ
ー
ム
終
了
ご
ろ
に
、

無
情
の
雨
が
降
り
始
め
て
し
ま

い
ま
し
た
。
何
度
か
雨
宿
り
し

つ
つ
進
め
て
い
き
ま
し
た
が
、

２
ゲ
ー
ム
終
了
時
点
で
続
行
不

可
と
な
り
、
今
回
は
そ
こ
ま
で

の
途
中
経
過
を
最
終
結
果
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】

総
合
優
勝
　
山
田
　
順
子

女
子
の
部

優
　
勝
　
山
田
　
順
子
（
26
）

準
優
勝
　
脇
　
と
ね
子
（
35
）

３
　
位
　
薗
田
　
昭
代
（
38
）

男
子
の
部

優
　
勝
　
花
村
　
紘
一
（
36
）

準
優
勝
　
中
村
　
敏
夫
（
37
）

３
　
位
　
田
中
　
淳
司
（
37
）

※
敬
称
略

※
（
　
）
は
確
定
打
数
、
２
ゲ

　
ー
ム
で
の
集
計

※
順
位
は
、
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ル

　
ー
ル
に
よ
っ
て
決
定
。

私という場所時を越えて
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６
月
19
日
か
ら
２
泊
３
日
の

日
程
で
通
学
合
宿
を
実
施
し
ま

し
た
。
今
年
度
も
生
馬
小
学
校

６
年
生
13
名
全
員
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
生
馬
っ
子
通
学
合
宿
は
平
成

18
年
に
ス
タ
ー
ト
し
、
子
ど
も

た
ち
の
自
律
心
・
協
調
性
の
育

　
上
富
田
町
に
は
、
県
指
定
文

化
財
が
７
件
あ
り
ま
す
。

　
彫
刻
で
「
岩
田
神
社
の
神
像

群
」、
史
跡
で
「
一
瀬
王
子
跡
」

「
龍
松
山
城
跡
」、
天
然
記
念
物

で
は
「
田
中
神
社
の
森
」「
岡

川
八
幡
神
社
の
社し

ゃ
そ
う叢

」、
無
形

民
俗
文
化
財
で
は
「
岡
の
獅
子

舞
」「
一
ノ
瀬
大
踊
」
で
す
。

成
、
生
活
上
の

基
本
的
な
技
能

の
習
得
な
ど
を

実
施
の
ね
ら
い

と
し
て
い
ま
す
。

併
せ
て
、「
地
域

で
育
て
よ
う
生

馬
っ
子
」
を
念

頭
に
置
き
、
調

理
・
も
ら
い
風

呂
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

よ
る
地
域
教
育
力
の
向
上
を
期

　
こ
の
中
で
、
最
初
に

指
定
さ
れ
た
の
は
何
だ

と
思
い
ま
す
か
？

　
正
解
は
「
田
中
神

社
の
森
」
で
す
。
な

ん
と
１
９
５
６
（
昭

和
31
）
年
11
月
13
日

で
し
た
。

　
次
は
、
一
瀬
王
子

跡
で
、
八
上
王
子
跡
、
稲
葉
根

王
子
跡
と
共
に
、
昭
和
33
年
に

県
指
定
文
化
財
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
内
、
八
上
王
子
跡
、

稲
葉
根
王
子
跡
は
２
０
１
５

（
平
成
27
）
年
に
「
熊
野
参
詣
道
」

と
し
て
国
の
指
定
文
化
財
史
跡

と
な
り
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ

ま
し
た
。

紙
を
自
由
に
使

っ
て
、
で
き
る
だ

け
高
い
タ
ワ
ー
を

作
る
「
ペ
ー
パ
ー

タ
ワ
ー
」、
リ
ー

ダ
ー
の
指
示
に
従

っ
て
声
を
出
し
な

が
ら
ジ
ャ
ン
プ
す

る
「
命
令
ジ
ャ
ン

プ
」
な
ど
で
楽
し

ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
は
先
輩
を
身
近
に
感
じ
多

く
の
こ
と
を
学
ん
で
く
れ
た
も

の
と
思
い
ま
す
。
高
校
生
２
名

も
様
子
を
見
に
来
て
く
れ
ま
し

た
。

　
二
日
目
に
は
奥
田
町
長
が
子

ど
も
た
ち
へ
の
激
励
に
来
館
さ

れ
、
夕
食
を
共
に
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

今
回
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、

災
害
時
の
避
難
を
想
定
し
て
、

　「
暖
段
は
こ
ベ
ッ
ド
」（
段
ボ

ー
ル
の
ベ
ッ
ド
）
を
組
み
立
て

て
使
用

し
ま
し

た
。
通

学
合
宿

は
過
密

ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル

に
な
り

時
間
確

保
が
難

し
く
な

り
ま
す

が
、
今
後
も
避
難
生
活
な
ど
テ

ー
マ
を
設
定
し
て
開
催
で
き
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
買
い
物
・
食
事
準
備
と
片
付

け
・
掃
除
・
ベ
ッ
ド
の
組
み
立

て
解
体
・
布
団
敷
き
な
ど
子
ど

も
た
ち
は
し
っ
か
り
と
役
割
を

果
た
し
ま
し
た
。

　
閉
講
式
で
は
上
羽
館
長
か
ら

各
自
の
顔
写
真
入
り
の
修
了
証

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
は
一
人
ひ
と
り
修
了
証
を

手
に
、
今
回
の
通
学
合
宿
の
感

想
を
ス
ピ
ー
チ
し
ま
し
た
。
楽

し
か
っ
た
こ
と
、
し
ん
ど
か
っ

た
こ
と
、
親
へ
の
感
謝
、
関
係

者
の
方
々
へ
の
感
謝
な
ど
体
験

を
踏
ま
え
た
内
容
で
し
た
。

　
最
後
は
「
お
菓
子
ま
き
」
の

サ
プ
ラ
イ
ズ
で
今
回
の
通
学
合

宿
を
楽
し
く
締
め
括
り
ま
し
た
。

し
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
今
回
の
通
学
合

宿
で
は
、
生
馬
小

学
校
時
代
に
通
学

合
宿
を
経
験
し
た

２
名
の
先
輩
（
20

歳
代
の
町
職
員
）

が
子
ど
も
た
ち
の

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
受
け
持
ち
、
二
晩
通
し
て

参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
さ
て
、「
田
中
神
社
の
森
」
は

南
方
熊
楠
が
変
種
と
し
て
名
付

け
た
オ
カ
フ
ジ
が
有
名
で
す
。

今
年
も
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ

ま
し
た
。

ま
た
、
熊
楠
は
明
治
の
神
社

合
祀
の
折
に
は
田
中
神
社
の
森

を
熊
野
の
景
勝
地
の
一
つ
と

し
て
保
存
を
呼
び
か
け
、
森

を
守
っ
た
こ
と
で
も
有
名
で
、

２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
に
は

八
上
神
社
と
共
に
国
指
定
文
化

財
記
念
物
（
名
勝
）『
南
方
曼

陀
羅
の
風
景
地
』
と
な
り
ま
し

た
。

　
田
ん
ぼ
の
中
に
ポ
ツ
ン
と
小

さ
な
森
（
田
中
神
社
）
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
昔
、
岡
川
上
流
に

あ
る
八
幡
社
の
あ
た
り
か
ら
大

水
で
流
さ
れ
て
き
た
と
い
う
伝

承
も
あ
り
ま
す
。

生
馬
っ
子
通
学
合
宿

生
馬
公
民
館

私
た
ち
の
歴
史
・
文
化
・
民
俗
　
③

レクリエーションの様子

食事準備の様子

段ボールベッド組み立て

修了書を手に記念撮影
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Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ

ａ
ｍ
、
Ｘ
〈
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
〉）

等
の
連
絡
手
段
で
、
有
名
人
を

か
た
っ
て
投
資
を
勧
め
た
り
、

恋
愛
感
情
や
親
近
感
を
抱
か
せ

る
な
ど
し
て
、
金
銭
等
を
騙
し

取
る
詐
欺
被
害
が
多
発
し
て
い

ま
す
。

　
も
う
か
っ
た
よ
う
に
見
え
て

も
、
そ
れ
は
外
見
上
の
み
で
、

お
金
を
引
き
出
そ
う
と
す
る

と
、
手
数
料
等
を
要
求
さ
れ
た

り
し
ま
す
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
有
名
人
や
投
資

家
を
装
い
、
投
資
を
勧
め
る
内

容
、
恋
愛
感
情
や
親
近
感
を
抱

か
せ
る
よ
う
な
連
絡
に
は
注
意

が
必
要
で
す
。「
投
資
の
仕
方

を
教
え
る
」「
必
ず
も
う
か
る
」

「
見
知
ら
ぬ
人
か
ら
の
友
達
申

請
」
は
詐
欺
の
可
能
性
を
疑
い
、

だ
ま
さ
れ
な
い
よ
う
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

問 

ち
ょ
っ
と
確
認
電
話
　  

☎
０
１
２
０
‐
５こ

れ

は

０
８
‐
８わ

な

や

７
８

問 

白
浜
警
察
署
　           

☎
４
３
‐
０
１
１
０
　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投
資
詐
欺
・
ロ
マ
ン
ス
詐
欺
被
害
が

多
発
し
て
い
ま
す

令
和
６
年
度

和
歌
山
県 

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

　
　    
資
格
認
定
共
通
試
験
　
　 

‐
ご
案
内
‐

※住所異動の手続きや住民票・戸籍等の発行は

行えません。

※手続きに必要なものは事前に

　お問い合わせください。

問 住民課 住民・環境班

　　　 ( ①番窓口 ) ☎４７-０５５０

マイナンバーカード  夜間窓口
時 8 月 22 日㊍ 19 時まで
場 住民課（①番窓口）

内 マイナンバーカードの申請・受取
　  電子証明書の発行・更新
　  暗証番号の変更　など

　上富田町では、ひきこもり支援事業をＮＰＯ法人ハートツリー「ひなたの森」に委託し、共同で対
応しています。一度お話だけでもしてみませんか？お気軽にご相談ください。

相談先：ひなたの森
時　平日　㊊～㊎　9 時～ 18 時
場　田辺市高雄 1 丁目 3 番 27 号
内　居場所の提供・個別相談等
問　℡ /fax　0739-33-7850
Mail:info@heart-tree.org

相談先：福祉課福祉班（5 番窓口）
対　町内在住で、ひきこもり状態にある本人
　　および家族
時　平日　㊊～㊎　8 時 30 分～ 17 時 15 分
問　0739-34-2373
Mail:support-seikatsu@town.kamitonda.lg.jp

ひきこもり相談窓口　 ‐ ご案内 ‐

時 

11
月
24
日 

㊐

場 

和
歌
山
市
あ
い
あ
い
セ
ン

タ
ー
福
祉
交
流
館

（
和
歌
山
市
小
人
町
29
番
地
）

（
11
月
３
日
（
㊐
・
㊗
）

同
会
場
に
て
希
望
者
に
受
験
講

習
を
実
施
）

申
込
書
配
布
期
間

　
　
８
月
８
日 

㊍

　
　
　
　
～
９
月
６
日
㊎

申
込
書
提
出
期
間

　
　
８
月
８
日 

㊍

　
　
　
　
～
９
月
６
日
㊎

‐
当
日
消
印
有
効
‐

※
申
込
は
郵
送
（
特
定
記
録
郵
便
）

に
よ
り
和
歌
山
県
下
水
道
協
会

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
書
配
布

　
役
場
上
下
水
道
課

　
和
歌
山
県
下
水
道
協
会

※
申
込
書
は
県
庁
下
水
道
課
、

　
県
下
水
道
公
社
お
よ
び
各
振

　
興
局
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

問 

上
下
水
道
課
　
工
務
班

（
⑬
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
５

　 

和
歌
山
県
下
水
道
協
会

☎
０
７
３
‐
４
３
５
‐
１
０
９
３

　
和
歌
山
県
下
水
道
協
会
主
催
で
、
次
の
と
お
り
試
験
を
実
施
し
ま
す
。
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お
誕
生

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
職
業
に
つ
い
て
相
談
し
た
い

方
、
雇
用
保
険
受
給
中
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日 

８
月
22
日
㊍

　
13
時
30
分
～
15
時
30
分 

　

場 

大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー

相
談
室

問 

西
牟
婁
振
興
局

　
　
　
　
　 

地
域
づ
く
り
課

☎ 

２
６
‐
７
９
１
０

　「
生
活
の
こ
と
」「
仕
事
の
こ

と
」
に
つ
い
て
、
お
悩
み
の
方
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日 

８
月
20
日
㊋

　
13
時
30
分
～
15
時
30
分
　

場 

大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー

相
談
室

問 

西
牟
婁
振
興
局

　
　
　
　 

総
務
健
康
安
全
課

☎ 

２
６
‐
７
９
３
１

９
月
９
日
は
救
急
の
日

　
救
急
の
日
を
含
む
一
週
間
は
、

救
急
医
療
週
間
と
定
め
ら
れ
て

お
り
、
今
年
は
９
月
８
日
㊐
か

ら
９
月
14
日
㊏
ま
で
と
な
り
ま

す
。
期
間
中
、
次
の
と
お
り
上

級
救
命
講
習
を
開
催
い
た
し
ま

す
の
で
、
受
講
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

★
上
級
救
命
講
習
と
は

　
普
通
救
命
講
習
（
成
人
を
対

象
と
し
た
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
取
り
扱
い
を
中
心
と
し
た

３
時
間
の
講
習
）
に
加
え
、小
児
・

乳
幼
児
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
、

止
血
法
、
骨
折
固
定
法
、
傷
病

者
搬
送
法
な
ど
を
学
ん
で
い
た

だ
く
も
の
で
す
。

　
長
時
間
の
講
習
と
な
り
ま
す

が
、
救
命
・
応
急
手
当
に
関
す

る
幅
広
い
知
識
と
技
術
を
身
に

付
け
て
い
た
だ
け
ま
す
。

時 

９
月
８
日
㊐

　
　
　
　
９
時
～
17
時

（
昼
休
憩
１
時
間
）

場 

田
辺
市
消
防
本
部 

３
階
講
堂

田
辺
市
新
庄
町
46
番
地
の
119

対 

中
学
生
以
上
の
方

定 

30
名
（
先
着
順
）

費 

無
料

持 

筆
記
用
具
、
動
き
や
す
い
服

装問 

田
辺
市
消
防
署
扇
ヶ
浜
分
署

☎
２
６
‐
０
１
１
９

申
込
締
切

　
８
月
31
日
㊏

そ
の
他

　
講
習
修
了
者
に
は
、
修
了
証

を
交
付
し
ま
す
の
で
、
申
込
時

に
受
講
者
の
住
所
、
氏
名
、
生

年
月
日
、
性
別
、
連
絡
先
等
を

担
当
者
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

個
人
情
報
の
取
扱
い
に
は
十
分

配
慮
し
ま
す
。

※
気
象
警
報
発
表
時
お
よ
び
災

害
の
発
生
に
よ
り
中
止
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

お
く
や
み

申
し
上
げ
ま
す

市
ノ
瀬

朝

来

朝

来

市
ノ
瀬

生

馬

千
葉
県

岡
生

馬

市
ノ
瀬

生

馬

中
田
　
真
和

萩
本
　
　
敦

和
田
　
昭
子

田
中
　
正
彦

稗
田
　
博
年

川
口
　
竜
矢

中
山
　
則
子

山
本
　
昌
代

岩
本
　
ト
ミ

鍋
島

美
子

41
歳

70
歳

97
歳

81
歳

79
歳

23
歳

54
歳

76
歳

100
歳

83
歳

（
晃
司
・
早
織
）　

（
長
樹
・
明
日
香
）

（
大
輔
・
千
絵
）　

（
大
樹
・
実
菜
子
）

（
知
宏
・
聖
香
）　

（
竜
真
・
知
里
）　

（
吉
宏
・
瀬
里
那
）

（
大
紀
・
優
）　
　

（
藍
翔
・
妃
那
）　

（
一
貴
・
真
由
）　

上
富
田
町

岩

田

上
富
田
町

南
紀
の
台

生

馬

南
紀
の
台

市
ノ
瀬

生

馬

市
ノ
瀬

南
紀
の
台

森も
り

　
　
新あ

ら
た太

音お
と
な
し無

　
絢は

る
ひ陽

鈴す
ず
き木

　
晴は

る
ま馬

巽た
つ
み　

　
葉よ

う
す
け介

小お
が
わ川

　
依え

ま真

森も
り
た田

　
紬つ

き暉

野の
ざ
き崎

　
莉り

お央

前ま
え
ぢ地

　
　
朔さ

く

楠く
す
も
と本

　
羽う

る瑠

戎え
び
す
じ
ま嶋

　
咲さ

わ葉

上
富
田
町
届
出
（
6
月
分
）

上
級
救
命
講
習
会

‐
ご
案
内
‐

田
辺
消
防
署

上
富
田
分
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

田辺市消防本部
YouTube

公式チャンネル

◆
税
目
　
　

　
国
民
健
康
保
険
税
（
第
２
期
）

　
町
県
民
税
　
　
　（
第
２
期
）

◆
納
期
限
　

　
９
月
２
日
㊊

※
納
期
が
過
ぎ
て
も
納
付
が
確

認
で
き
な
か
っ
た
時
は
、
延

滞
金
が
か
か
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
納
税
は
お
早
め
に
。

問 

税
務
課
　
収
納
班

　
　
　
　
　
　
　（
⑥
番
窓
口
）

☎ 

３
４
‐
２
３
７
１

今
月
の
納
税

巡
回
職
業
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

生
活
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

前月比

総 数 15,699 人 +24

男 性 7,520 人 +12

女 性 8,179 人 +12

世帯数 7,563 世帯 +2

上富田町の人口と世帯数
令和6年 6月末現在
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第29回 富田川友遊フェスティバル富田川友遊フェスティバル

問

場

内

問

８月３１日㊏　午前８時から
　　　　（雨天の場合は中止。）

彦五郎公園前

道路清掃

建設課管理班（⑭番窓口）☎３４‐２３７４

８月は「道路ふれあい月間」です！
また、８月１０日は「道の日」です！

紀州路クリーン大作戦’24 ｉｎ上富田  ～美しい街は道路から～紀州路クリーン大作戦’24 ｉｎ上富田  ～美しい街は道路から～紀州路クリーン大作戦’24 ｉｎ上富田  ～美しい街は道路から～

花火大会への寄付・募金募集

【特別協賛】
　

50音順・敬称略　

【主催】上富田町観光協会　　　　　　上富田町観光協会事務局　☎34-2370

　今年度も、友遊フェスティバルの

クライマックスを飾る花火大会の寄付

と募金を募集しております。ご協力

よろしくお願いします。

彦五郎公園(上富田町生馬)

２０時からは上富田町の夜空一面に輝く花火の打ち上げ！！

令和６年８月３１日㊏　午後3時30分から
雨天の場合は９月７日㊏に延期
令和６年８月３１日㊏　午後3時30分から
雨天の場合は９月７日㊏に延期

彦五郎公園(上富田町生馬)

１５時30分から各種アトラクション開催！！１５時30分から各種アトラクション開催！！
２０時からは上富田町の夜空一面に輝く花火の打ち上げ！！
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至 鮎川

至 岩田至 R42

至 R42

午後3時から
午後9時20分まで
午後3時から
午後9時20分まで

午後7時50分から午後8時40分まで午後7時50分から午後8時40分まで

車両通行止
通行止
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花火
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至 岩田橋

１0０台P①  上富田町役場
１２０台P②  上富田町役場前
５０台P③  上富田福祉センター裏
２５０台P④  上富田中学校
５０台P⑤  上富田中学校プール跡地
５０台P⑥  林業試験場

徒歩
徒歩

駐車場のご案内
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P② P③
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横断場所
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問

・株式会社 生馬

・株式会社 後工務店

・株式会社 尾花組

・上富田町水道協同組合

・株式会社 新格建設

・タケナカ機工 株式会社

・株式会社 目良組


